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(57)【要約】
【課題】洗浄オペレータが誤って管理モードに入り装置
パラメータを変更したり、洗浄オペレータによって汚染
された操作ボタンによって管理者が汚染することを防止
する。
【解決手段】予め設定された洗浄工程に従って内視鏡を
洗浄処理する内視鏡洗浄装置であって、前記内視鏡洗浄
装置を制御するコマンドを入力するスイッチが、前記内
視鏡の洗浄作業を行う洗浄オペレータ用のスイッチと、
前記内視鏡洗浄装置を管理する装置管理者用のスイッチ
とに分離され、前記洗浄オペレータ用のスイッチと前記
装置管理者用のスイッチとを離して配置したことを特徴
とする内視鏡洗浄装置を提供することにより前記課題を
解決する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定された洗浄工程に従って内視鏡を洗浄処理する内視鏡洗浄装置であって、
　前記内視鏡洗浄装置を制御するコマンドを入力するスイッチが、前記内視鏡の洗浄作業
を行う洗浄オペレータ用のスイッチと、前記内視鏡洗浄装置を管理する装置管理者用のス
イッチとに分離され、前記洗浄オペレータ用のスイッチと前記装置管理者用のスイッチと
を離して配置したことを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡洗浄装置であって、前記洗浄オペレータ用のスイッチの一つが
、予め定められた洗浄工程の呼び出しスイッチとなっていることを特徴とする内視鏡洗浄
装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の内視鏡洗浄装置であって、前記装置管理者用のスイッチを装置
本体上部に配置するとともに、前記洗浄オペレータ用のスイッチを足で操作するフットス
イッチとして前記装置本体下部に配置したことを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であって、前記装置管理者用のスイッ
チが内視鏡洗浄装置から分離したコントローラに設けられていることを特徴とする内視鏡
洗浄装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であって、前記洗浄オペレータの認証
システムを備え、前記認証システムによって認証されない者が、前記装置管理者用のスイ
ッチに触れようとすると警告を発することを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であって、前記装置管理者の認証シス
テムを備え、前記認証システムによって認証されない者が、前記洗浄オペレータ用のスイ
ッチに触れようとすると警告を発することを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置に係り、特に、内視鏡洗浄装置を使用する操作者に応じて内
視鏡洗浄装置を操作できる内容を分けるようにした内視鏡洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療分野において、内視鏡を利用した医療診断が広く行われており、特に電
子内視鏡の体腔内に挿入される挿入先端部にＣＣＤなどの撮像素子を内蔵して体腔内の画
像（内視鏡画像）を撮影し、プロセッサ装置で信号処理を施してモニタに表示し、これを
医者が観察して診断に用いるようにしている。
【０００３】
　内視鏡検査を行った後の内視鏡は内視鏡洗浄装置（内視鏡洗浄機）で洗浄した後、次の
使用まで所定の場所に保管される。通常一定規模の病院内においては、複数の内視鏡が使
用され、複数のオペレータによって内視鏡洗浄装置が操作される。また、装置管理者(管
理オペレータ)によって、メンテナンス等のために内視鏡洗浄装置が操作される場合もあ
る。様々な者によって内視鏡洗浄装置が操作されても誤操作がないように、また効率的に
内視鏡洗浄装置の管理ができるようにする必要がある。
【０００４】
　そこで、例えばデジタル設定スイッチを含む各種スイッチ類を１ヵ所にまとめることに
より操作を簡便にした内視鏡用洗浄装置が知られている(例えば、特許文献１等参照)。
【特許文献１】特開平８－１４０９３０号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の内視鏡用洗浄装置では、洗浄装置の同一の操作ボタンを洗浄
オペレータと管理者の両方が操作することから、以下のようなセキュリティ上の、あるい
は衛生面上の問題がある。すなわち、ひとつには洗浄オペレータが誤って管理者用の操作
ボタンを操作して管理モードに入ってしまい、装置パラメータの設定を変更してしまうと
いうセキュリティ上の問題がある。また、他方では洗浄オペレータが汚染した内視鏡に触
れた手で内視鏡用洗浄装置の操作ボタンに触れることにより汚染した操作ボタンに管理オ
ペレータが感染防御をせずに触れて汚染するという衛生面上の問題もある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、洗浄オペレータが誤って管理モー
ドに入り装置パラメータを変更したり、洗浄オペレータによって汚染された操作ボタンに
よって管理者が汚染することを防止して、セキュリティ及び衛生面の向上を図ることので
きる内視鏡洗浄装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、予め設定された洗浄工程に従っ
て内視鏡を洗浄処理する内視鏡洗浄装置であって、前記内視鏡洗浄装置を制御するコマン
ドを入力するスイッチが、前記内視鏡の洗浄作業を行う洗浄オペレータ用のスイッチと、
前記内視鏡洗浄装置を管理する装置管理者用のスイッチとに分離され、前記洗浄オペレー
タ用のスイッチと前記装置管理者用のスイッチとを離して配置したことを特徴とする内視
鏡洗浄装置を提供する。
【０００８】
　このように、洗浄オペレータが操作するスイッチと装置管理者が操作するスイッチが分
かれて離して配置されたため、洗浄オペレータが誤って装置管理者用のスイッチを操作し
て管理モードに入り装置パラメータを変更したり、洗浄オペレータによって汚染されたス
イッチを感染防御していない装置管理者が触ってしまい汚染することが防止される。
【０００９】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の内視鏡洗浄装置であって、前記洗浄
オペレータ用のスイッチの一つが、予め定められた洗浄工程の呼び出しスイッチとなって
いることを特徴とする。
【００１０】
　このように一つのスイッチを操作するだけで予め定められた洗浄工程を実行することが
できるので、操作が簡単であり、誤操作を防止することができる。
【００１１】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の内視鏡洗浄装置であって、前
記装置管理者用のスイッチを装置本体上部に配置するとともに、前記洗浄オペレータ用の
スイッチを足で操作するフットスイッチとして前記装置本体下部に配置したことを特徴と
する。
【００１２】
　このように洗浄オペレータ用のスイッチと装置管理者用のスイッチとを装置本体の上下
に分離することで互いに触れることを防止することができる。また、フットスイッチのた
め、洗浄オペレータが内視鏡に接触し、汚染された手でスイッチに接触することを防止す
ることができる。
【００１３】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であ
って、前記装置管理者用のスイッチが内視鏡洗浄装置から分離したコントローラに設けら
れていることを特徴とする。
【００１４】
　このように装置管理者用のスイッチを装置本体から離して配置することで互いに触れる
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ことを防止することができる。
【００１５】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１～４のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であ
って、前記洗浄オペレータの認証システムを備え、前記認証システムによって認証されな
い者が、前記装置管理者用のスイッチに触れようとすると警告を発することを特徴とする
。
【００１６】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項１～５のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置であ
って、前記装置管理者の認証システムを備え、前記認証システムによって認証されない者
が、前記洗浄オペレータ用のスイッチに触れようとすると警告を発することを特徴とする
。
【００１７】
　これらにより、万一操作者が自分が触ってはいけない方のスイッチに触ろうとしても警
告が発せられるため、誤って触れることを防止することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上説明したように、本発明によれば、洗浄オペレータが操作するスイッチと装置管理
者が操作するスイッチが分かれて離して配置されたため、洗浄オペレータが誤って装置管
理者用のスイッチを操作して管理モードに入り装置パラメータを変更してしまったり、洗
浄オペレータによって汚染されたスイッチを感染防御していない装置管理者が触ってしま
い汚染することが防止される。これにより、セキュリティ及び衛生面の向上を図ることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照して、本発明に係る内視鏡洗浄装置について詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明に係る内視鏡洗浄装置の一実施形態の外観を示す斜視図である。
【００２１】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡洗浄装置１０は、箱型に形成され、装置本体１
２と上蓋１４とから構成されている。
【００２２】
　装置本体１２の上面には内視鏡１６を収納する洗浄槽１８が形成され、この洗浄槽１８
内には、回転型噴射装置２０が設けられている。また、洗浄槽１８の内側には、内視鏡１
６の電気信号コネクタ（図示省略）に装着される防水キャップ２２が設けられている。
【００２３】
　なお、内視鏡１６のＬＧコネクタは防水型に形成されているので、ＬＧコネクタ用の防
水キャップは図示を省略されている。
【００２４】
　装置本体１２は、その上部前面に、洗浄オペレータ用の操作パネル２４、管理オペレー
タ(装置管理者)用の操作パネル２６及び操作内容あるいは内視鏡洗浄装置１０の状態を表
示する表示部（表示パネル）２８を有している。洗浄オペレータ用の操作パネル２４、管
理オペレータ用の操作パネル２６は、それぞれ内視鏡洗浄装置１０を制御するコマンドを
入力するためのスイッチである。表示パネル２８には、洗浄作業の残り時間や、作業終了
までの時間あるいはトラブル発生時の警告等も表示される。
【００２５】
　また、図示を省略したが、装置本体１２は中央処理装置(ＣＰＵ）を有しており、ＣＰ
Ｕは、予め設定された洗浄プログラムに従って、回転型噴射装置２０等の各部の動作を制
御し、内視鏡１６の洗浄開始から終了までを自動で制御する。
【００２６】
　検査で使用された内視鏡１６は、図示を省略した光源装置内蔵制御ユニット(内視鏡プ
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ロセッサ)から取り外され、内視鏡洗浄装置１０の洗浄槽１８に収納される。そして、電
気信号コネクタに防水キャップ２２が取り付けられ、上蓋１４が閉じられるようになって
いる。
【００２７】
　その後、操作パネル２４からスタートのコマンドが入力されると、予め設定された洗浄
工程に従って、回転型噴射装置２０の噴射ノズル２０Ａから洗浄液が噴射され内視鏡１６
の洗浄が行われるようになっている。
【００２８】
　次に、このように構成された内視鏡洗浄装置１０の作用について説明する。
【００２９】
　検査に使用した内視鏡１６の電気信号コネクタ及びＬＧコネクタを内視鏡プロセッサの
接続部から取り外し、内視鏡洗浄装置１０の洗浄槽１８に内視鏡１６を載置する。
【００３０】
　そして、電気信号コネクタに防水キャップ２２を装着すると、詳しい図示は省略するが
、防水キャップ２２の外周面に設けられた導通部材が電気信号コネクタの金属板に接触し
て内視鏡洗浄装置１０の主電源がオンする。内視鏡洗浄装置１０の主電源がオンされると
、操作パネル２４等が点灯し、各種コマンドの入力が可能になる。
【００３１】
　その後洗浄オペレータは、上蓋１４を閉め、洗浄オペレータ用の操作パネル２４から洗
浄開始を指示するスタートのコマンドを入力する。すると、予め設定された洗浄プログラ
ムに従って回転型噴射装置２０や排水弁等が制御され、内視鏡１６の洗浄作業が実施され
る。
【００３２】
　所定の洗浄工程が完了した後、洗浄オペレータは上蓋１４を開け、電気コネクタから防
水キャップ２２を外す。防水キャップ２２が電気コネクタから離脱すると、内視鏡洗浄装
置１０の主電源がオフされる。
【００３３】
　なお、内視鏡洗浄装置１０の主電源のオンオフはこのように防水キャップ２２の装着に
よるものに限定されるものではなく、別途主電源をオンオフするスイッチを例えば装置本
体１２の上部に設けるようにしてもよい。
【００３４】
　図２に内視鏡洗浄装置１０における内視鏡滅菌工程の概略を示す。
【００３５】
　図２に示すように、内視鏡滅菌工程は、漏水検知工程、洗浄工程、消毒工程、すすぎ工
程、アルコールフラッシュ工程から構成される。
【００３６】
　漏水検知工程は、内視鏡１６を洗浄槽１８の水中に漬けて、内視鏡１６内部にエアを送
り込んで泡の発生により漏水の検査を行うものである。漏水検知工程は、毎回の洗浄毎に
行う必要はなく、通常所定間隔をおいて行われる。例えば、内視鏡１６の累積使用回数を
カウントしておき、所定回数毎（例えば、１０回毎等）に洗浄前に漏水検査を実施するよ
うに設定される。
【００３７】
　このとき、内視鏡プロセッサでカウントされた累積使用回数が管理サーバに保持され、
内視鏡洗浄の際、内視鏡洗浄装置１０は、例えば内視鏡１６のＲＦＩＤタグから取得した
識別情報により管理サーバからその内視鏡１６の累積使用回数を取得して漏水検知工程を
実行する必要があると判断した場合には、内視鏡洗浄装置１０の表示パネル２８で漏水検
知工程の実施を知らせるようにする。
【００３８】
　洗浄工程は、洗浄槽１８を所定の洗浄液で満たして、その中に内視鏡１６を浸漬して内
視鏡１６を洗浄するものである。
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【００３９】
　消毒工程は、洗浄槽１８を所定の消毒液で満たして、その中に内視鏡１６を浸漬して内
視鏡１６を消毒するものである。
【００４０】
　すすぎ工程は、洗浄槽１８内の洗浄液あるいは消毒液を排出して、代わりにすすぎ用の
洗浄水を洗浄槽１８内に供給して、内視鏡１６のすすぎを行うものである。すすぎ工程は
漏水検知工程、洗浄工程の各工程が終了する毎に行うようにしてもよい。
【００４１】
　アルコールフラッシュ工程は、内視鏡１６の管路内部にアルコールを注入し、その後数
分間内視鏡１６の内部にエアーを送り込んで、乾燥させる処理である。
【００４２】
　なお、内視鏡滅菌工程は、常にこの全ての工程が行われるものではなく、例えば、自動
であるいは洗浄オペレータによって、このうちの一部の工程が選択されて実施される場合
もある。
【００４３】
　図３に示すように、内視鏡洗浄装置１０の装置本体１２の上部前面に、洗浄オペレータ
用の操作パネル２４、管理オペレータ用の操作パネル２６及び表示パネル２８が設けられ
ている。
【００４４】
　洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操作パネル２６は、表示パネ
ル２８を挟んで左右に分離して設けられている。
【００４５】
　図４（ａ）に洗浄オペレータ用の操作パネル２４の例を示し、図４（ｂ）に管理オペレ
ータ用の操作パネル２６を示す。
【００４６】
　図４（ａ）に示す例では、洗浄オペレータ用の操作パネル２４は、「漏水」、「アルコ
ール」、「消毒」、「スタート」、「ストップ」及び「プレ温調」の６個のコマンドを入
力する操作ボタンを備えている。
【００４７】
　「漏水」ボタンは、漏水検知工程を呼び出すコマンドを入力するものであり、「アルコ
ール」ボタンは、アルコールフラッシュ工程を呼び出すコマンドを入力するものであり、
また「消毒」ボタンは、消毒工程を呼び出すコマンドを入力するものである。
【００４８】
　「スタート」ボタンは、全工程のスタートを指示するものであり、「スタート」を押す
と自動的に予め設定された洗浄の全工程を最後まで実施して終了するようになっている。
また、「ストップ」ボタンは、各工程を実行している最中にそれを中断させるためのもの
である。
【００４９】
　また、「プレ温調」ボタンは、洗浄作業時に薬液等が洗浄効果に最適となる温度帯域と
なるように予め温調制御の実行を指示するものである。
【００５０】
　なお、ボタンの種類や個数あるいはその配列はここに示した例に限定されるものではな
い。
【００５１】
　図４（ｂ）に示すように、管理オペレータ用の操作パネル２６は、十字キーと「決定」
及び「戻る」ボタンを備えている。
【００５２】
　詳しくは後述するが、表示パネル２８の表示を見ながら十字キーで所定の操作を選択し
て「決定」を押すことにより、その操作を実行させるようになっている。
【００５３】
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　「戻る」ボタンは、表示パネル２８の表示画面を以前のものに戻す場合等に用いられる
ものである。
【００５４】
　このように洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操作パネル２６を
分離して設けたのは一つには、検査で使用し汚染した内視鏡１６を扱う洗浄オペレータと
洗浄装置の管理を行う管理オペレータとが同じ操作パネル（操作ボタン）に触れないよう
にするためである。
【００５５】
　このように、洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操作パネル２６
を分離して設けたことにより、洗浄オペレータによって汚染された操作ボタンに感染防御
をしていない管理オペレータが触れることにより病気に感染することを防止するとともに
、洗浄オペレータが誤って管理オペレータ用の操作パネル２６を操作して管理モードに入
り装置パラメータの設定を変更したりすることが防止される。
【００５６】
　図５に、洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操作パネル２６を分
離して設ける他の例を示す。
【００５７】
　図５に示す例では、洗浄オペレータ用の操作パネルは、フットスイッチ２５として、装
置本体１２の下部前面に足踏み式のペダルとして設けられている。このようにすれば完全
に洗浄オペレータ用の足踏み式の操作ボタン（フットスイッチ２５）と管理オペレータ用
の操作パネル２６を分離することができる。
【００５８】
　図５の例で、フットスイッチ２５の一番左側の「オープン」というペダルは、上蓋１４
を開けるためのものである。その他のペダルの意味は前述した図４（ａ）に示す洗浄オペ
レータ用の操作パネル２４のものと同様である。なお、この場合においても、各ペダルの
意味及び設置個数等はこれに限定されるものではない。
【００５９】
　また、図６に、洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操作パネル２
６を分離して設ける他の例を示す。
【００６０】
　図６に示す例では、管理オペレータ用の操作パネル２７を装置本体１２から分離した別
部材のコントローラに配置している。この別部材のコントローラに設けられた管理オペレ
ータ用の操作パネル２７は、装置本体１２と有線あるいは無線で通信するようになってい
る。
【００６１】
　このようにすれば、完全に洗浄オペレータ用の操作パネル２４と管理オペレータ用の操
作パネル２７を分離することができ、洗浄オペレータ及び管理オペレータがそれぞれが操
作するパネルを間違えることはない。
【００６２】
　また、洗浄オペレータが誤って管理オペレータ用の操作パネルを操作したり、管理オペ
レータが誤って洗浄オペレータによって汚染された操作ボタン触れて汚染することを防止
する方策として、上で説明したような、それぞれが操作するパネル（ボタン）を物理的に
分離するものばかりでなく、これらと各オペレータの認証システムとを組み合わせたもの
も考えられる。
【００６３】
　これは、認証されていない作業者が、本来操作できないボタンに触れようとすると警告
を発するものである。
【００６４】
　例えば、洗浄オペレータ認証システムを有する場合、内視鏡洗浄装置１０の装置本体１
２が洗浄オペレータの認証システムを有し、洗浄オペレータとして認証されていない作業
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者（例えば、管理オペレータ等）の場合には、表示パネル２８に洗浄オペレータとして認
証されないためボタン操作をすることができない旨を表示する。
【００６５】
　また、認証されない者が洗浄オペレータ用の操作パネル（ボタン）に触れようとした場
合には、音や光で警告を発するようにする。その者が操作パネルに触れようとしたことの
検出方法は特に限定されないが、例えば、監視カメラ等で操作パネルに近づく人物を撮影
して検出するようにしてもよい。
【００６６】
　認証システムとしては、ＲＦＩＤタグによる認証でもよいし、あるいは顔認証や指紋認
証や静脈認証等の生体認証でもよいし、パスワードによる認証でもよい。
【００６７】
　また、管理オペレータ（メンテナンスオペレータ）認証システムを有する場合、内視鏡
洗浄装置１０の装置本体１２が管理オペレータの認証システムを有し、管理オペレータと
して認証されていない作業者（例えば、洗浄オペレータ）の場合、操作できない旨を表示
するとともに、もし操作しようとして管理オペレータ用の操作パネル（ボタン）に触れよ
うとした場合には音や光で警告を発するようにする。
【００６８】
　認証システムは、上と同様に、ＲＦＩＤタグによる認証でもよいし、あるいは顔認証や
指紋認証や静脈認証等の生体認証でもよいし、パスワードによる認証でもよい。
【００６９】
　以上、洗浄オペレータ用の操作パネル（ボタン）と管理オペレータ用の操作パネル（ボ
タン）を分離する実施例について説明したが、具体的な操作パネルによる操作方法及び表
示パネル２８の表示方法について、図７（ａ）～（ｌ）及び図８（ａ）～（ｐ）を用いて
、以下詳細に説明する。
【００７０】
　まず、図７（ａ）～（ｌ）により洗浄オペレータの操作に関する画面表示について説明
する。
【００７１】
　洗浄オペレータが検査後の内視鏡１０を内視鏡洗浄装置１０の洗浄槽１８にセットして
、防水キャップ２２を電気信号コネクタに装着すると内視鏡洗浄装置１０の主電源がオン
される。内視鏡洗浄装置１０の主電源がオンされると、表示パネル２８に起動画面（図示
省略）が表示された後、消毒液が充分にタンクにある場合には図７（ａ）に示すようなメ
イン画面が表示される。
【００７２】
　このとき洗浄オペレータ用の操作パネル２４は図４（ａ）に示すように、「漏水」、「
アルコール」、「消毒」、「スタート」、「ストップ」、「プレ温調」が用意されている
ものとする。そして、洗浄オペレータが「スタート」ボタンを押すと、予め設定されたプ
ログラムの工程に従って洗浄が開始され、洗浄工程、消毒工程、すすぎ工程が自動的に実
行される。
【００７３】
　このとき特に漏水検知工程あるいはアルコールフラッシュ工程を実行したい場合には、
それぞれ「漏水」あるいは「アルコール」のボタンを押せばよい。なお、管理オペレータ
の設定により、「スタート」ボタンの押下によって、図７（ａ）のように表示された漏水
検知から洗浄、消毒、すすぎ、アルコールフラッシュまでの全工程を実行するように設定
してもよい。
【００７４】
　また、内視鏡洗浄装置１０の主電源がオンされたときに、消毒液タンクが空の場合には
、起動画面が表示された後、図７（ｂ）に示すような、エラー画面が表示パネル２８に表
示される。
【００７５】
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　ここで、表示パネル２８に表示された指示に従って、消毒液カートリッジを交換して消
毒液を作成した後、「スタート」ボタンを押すと図７（ａ）のメイン画面に戻るようにな
っている。また、消毒液の作成については後述する。
【００７６】
　次に、図７（ａ）に示すメイン画面において「スタート」ボタンを押すと洗浄が開始さ
れ、図７（ｃ）に示すように、洗浄工程を示す表示が点灯し（あるいは色が変わり）、洗
浄中であることが表示パネル２８に示される。このとき、残り時間も表示される。
【００７７】
　そして洗浄が終了すると図７（ｄ）に示すように、洗浄終了が表示され、内視鏡１６を
取り出すようにメッセージが表示される。
【００７８】
　洗浄オペレータが上蓋１４を開けて内視鏡を取り出すと消毒液の使用回数が検出され、
消毒液使用回数が所定回数をオーバーした場合には、図７（ｅ）に示すように、消毒液の
使用回数が所定回数を超えた旨が表示され、消毒液を作成するように促すメッセージが表
示される。
【００７９】
　また、洗浄終了後消毒液の使用回数がまだ所定回数を下回っていた場合には、後述する
図７（ｉ）の濃度確認ダイアログ画面が表示される。
【００８０】
　次に、消毒液の作成について説明する。
【００８１】
　消毒液を作成する場合には、まず図７（ｆ）に示すように、消毒液排出中のメッセージ
が表示され洗浄槽１８から消毒液が排出される。
【００８２】
　そして、消毒液の排出が完了したら、図７（ｇ）に示すように、消毒液カートリッジ交
換のメッセージが表示される。洗浄オペレータは図７（ｇ）に示すように表示パネル２８
に表示された内容に従って消毒液カートリッジを交換し、新しい消毒液カートリッジをセ
ットすると、図７（ｈ）に示すように、消毒液作成中の画面が表示される。
【００８３】
　この後図７（ｉ）に示すような、消毒液の濃度を確認する、濃度確認ダイアログ画面が
表示される。洗浄オペレータは消毒液の濃度を確認した後、正常な場合には「スタート」
ボタンを押すと図７（ａ）のメイン画面に戻る。また、異常な場合には、「ストップ」ボ
タンを押して、動作を中断して原因を調べる。
【００８４】
　また、洗浄オペレータは、内視鏡１６の漏水検査を行おうとして「漏水」ボタンを押し
た場合には、図７（ｊ）に示すような、漏水検知画面が表示される。漏水検査工程が終了
すると図７（ａ）のメイン画面に戻る。
【００８５】
　また、洗浄オペレータが「アルコール」ボタンを押した場合には、図７（ｋ）に示すよ
うなアルコールフラッシュ実行画面が表示され、アルコールフラッシュ工程が実行される
。アルコールフラッシュ工程が終了すると図７（ａ）のメイン画面に戻る。
【００８６】
　また、洗浄オペレータが「プレ温調」ボタンを押した場合には、図７（ｌ）に示すよう
な、プレ温調実行画面が表示され、プレ温調が実行される。プレ温調が終了すると図７（
ａ）に示すメイン画面に戻る。
【００８７】
　次に、図８（ａ）～（ｐ）により管理オペレータの操作に関する画面表示について説明
する。
【００８８】
　管理オペレータ用の操作パネル２６は図４（ｂ）に示すように、十字キーと「決定」、
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「戻る」ボタンから構成されているとする。
【００８９】
　内視鏡洗浄装置１０の主電源がオンとなり図７（ａ）に示すメイン画面が表示された後
、管理オペレータ用の操作パネル２６において管理オペレータが「決定」ボタンを押すと
、管理オペレータ用のメイン画面として、表示パネル２８に図８（ａ）に示すようなメニ
ュー画面が表示される。
【００９０】
　図８（ａ）に示すメニュー画面の例では、「プログラム選択」、「履歴表示」、「メン
テナンス」、「プレ温調」の４つのメニューが表示されている。管理オペレータは上下の
十字キーでメニューを選択し、「決定」ボタンを押すとそのメニューの表示画面に移行す
る。
【００９１】
　例えば、図８（ａ）に示すように、「プログラム選択」を選択した場合には、図８（ｂ
）に示すような、プログラム選択画面が表示される。上下の十字キーでプログラムを選び
「決定」ボタンを押すと、そのプログラムの実行画面に移行して、そのプログラムが実行
される。
【００９２】
　このとき、メニュー画面に戻る場合には、「戻る」ボタンを押してキャンセルする。管
理オペレータが「戻る」ボタンを押すと、図８（ｃ）に示すようなキャンセルの確認画面
が表示される。このとき、左右の十字キーで「はい」か「いいえ」のいずれかを選び「決
定」ボタンを押せばよい。
【００９３】
　また、図８（ａ）のメニュー画面で履歴表示を選択した場合には、図８（ｄ）の履歴情
報一覧画面が表示される。ここで例えば、一番上のＮｏ．１の内視鏡１６を選び「決定」
ボタンを押した場合には、その内視鏡１６を特定するスコープＩＤに対応する履歴情報の
詳細を示す表示画面が図８（ｅ）のように表示される。なお、図８（ｄ）の履歴情報一覧
画面で「戻る」ボタンを押すと図８（ａ）のメニュー画面に戻る。また、図８（ｅ）の履
歴情報詳細を示す画面で「決定」を押すと、一つ前の図８（ｄ）の履歴情報一覧画面に戻
る。
【００９４】
　また、図８（ａ）のメニュー画面で「メンテナンス」を選択した場合には、図８（ｆ）
のメンテナンスメニュー画面が表示される。
【００９５】
　図８（ｆ）に示すように、メンテナンスメニューとして「稼動情報表示」、「時刻設定
」、「機器ＨＷ設定」、「機器動作設定」、「シーケンス設定」、「ネットワーク設定」
、「履歴追跡設定」、「交換設定」のメニューが表示されている。十字キーでメニューを
選び「決定」を押すとそのメニューの画面に移行する。また、「戻る」ボタンを押すと図
８（ａ）に示すメニュー画面に戻る。
【００９６】
　ここで、「稼動情報表示」を選択した場合には、図８（ｇ）のメンテナンス稼動情報画
面に移行する。
【００９７】
　図８（ｇ）に示す稼動情報画面では、稼動内容として洗浄回数、消毒液作成回数等の回
数、日数、その日付等が表示される。稼動情報画面で「戻る」を押すと図８（ｆ）のメン
テナンスメニュー画面に戻る。
【００９８】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「時刻設定」を選択した場合には、図８（
ｈ）の時刻設定画面に移行する。
【００９９】
　図８（ｈ）の時刻設定画面では、十字キーで日付か時刻を選び「決定」ボタンを押すと



(11) JP 2010-35850 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

編集が行われる。また、「戻る」ボタンを押すと図８（ｃ）のキャンセルの確認画面に移
り、「はい」を選択すると時刻設定がキャンセルされる。
【０１００】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「機器ＨＷ設定」を選択した場合には、図
８（ｉ）のメンテナンス機器ＨＷ設定画面に移行する。
【０１０１】
　図８（ｉ）に示すように、メンテナンス機器ＨＷ設定画面では、「ネットワーク接続」
、「ＲＦＩＤ」、「レシートプリンタ」をするかしないかが設定される。十字キーで設定
する項目を選び「決定」ボタンを押すと編集が行われる。また「戻る」ボタンを押すと機
器ＨＷ設定がキャンセルされる。例えば、ネットワーク接続を「する」に設定した場合に
は、後述する図８（ｍ）のメンテナンスネットワーク画面に移行する。
【０１０２】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「機器動作設定」を選択した場合には、図
８（ｊ）の機器動作設定画面に移行する。
【０１０３】
　上と同様に、十字キーによって項目を選び「決定」ボタンを押すと編集が行われ、また
、「戻る」ボタンを押すとキャンセルされる。
【０１０４】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「シーケンス設定」を選択した場合には、
図８（ｋ）のメンテナンスプログラム選択画面に移行する。
【０１０５】
　ここで十字キーで項目を選び「決定」ボタンを押すと図８（ｌ）に示すプログラム内容
編集画面に移行して、プログラム内容の編集が行われる。また、図８（ｋ）、（ｌ）いず
れにおいても「戻る」ボタンを押すとキャンセルとなる。　
【０１０６】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「ネットワーク設定」を選択した場合には
、図８（ｍ）のネットワーク設定画面に移行する。
【０１０７】
　十字キーによる項目を選び「決定」ボタンを押すことによって編集が行われる。また、
「戻る」ボタンを押すとキャンセルとなる。
【０１０８】
　図８（ｆ）のメンテナンスメニューにおいて「履歴追跡設定」を選択した場合には、図
８（ｎ）のメンテナンス履歴追跡設定画面に移行する。
【０１０９】
　図８（ｎ）のメンテナンス履歴追跡設定画面においては、十字キーで項目を選び「決定
」ボタンを押すことによって編集が行われ、「戻る」ボタンによってキャンセルされる。
【０１１０】
　また、図８（ｆ）のメンテナンスメニュー画面において「交換設定」を選択した場合に
は、図８（ｏ）の交換設定画面に移行する。
【０１１１】
　図８（ｏ）の交換設定画面においては、どれをリセットして交換するかが選択される。
十字キーによって項目を選び「決定」ボタンによって交換が設定される。このとき、「決
定」ボタンを押すと、図８（ｐ）のリセット実行確認ダイアログ画面に移行して、本当に
リセットするかが確認される。
【０１１２】
　このように、洗浄オペレータと管理オペレータとでは、内視鏡洗浄装置１０を操作する
内容が全く異なっているが、本実施形態においては、洗浄オペレータ用の操作パネルと管
理オペレータ用の操作パネルを分離したため、互いに同じボタンに触れてしまうようなこ
とはない。
【０１１３】
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　従って、洗浄オペレータが誤って管理オペレータ用の操作パネルを操作して管理モード
に入り装置パラメータを変更したり、洗浄オペレータによって汚染された操作ボタンを感
染防御していない管理オペレータが触って管理オペレータが汚染することが防止される。
これにより、セキュリティ及び衛生面の向上を図ることが可能となる。
【０１１４】
　以上、本発明の内視鏡洗浄装置について詳細に説明したが、本発明は、以上の例には限
定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良や変形を行ってもよいの
はもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明に係る内視鏡洗浄装置の一実施形態の外観を示す斜視図である。
【図２】図１の内視鏡洗浄装置における内視鏡滅菌工程の概略を示す説明図である。
【図３】内視鏡洗浄装置の操作パネルの配置を示す斜視図である。
【図４】（ａ）は洗浄オペレータ用の操作パネルの例を示し、（ｂ）は管理オペレータ用
の操作パネルの例を示す説明図である。
【図５】洗浄オペレータ用の操作パネルと管理オペレータ用の操作パネルを分離した他の
例を示す斜視図である。
【図６】洗浄オペレータ用の操作パネルと管理オペレータ用の操作パネルを分離したさら
に他の例を示す斜視図である。
【図７（ａ）】（ａ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｂ）】（ｂ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｃ）】（ｃ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｄ）】（ｄ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｅ）】（ｅ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｆ）】（ｆ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｇ）】（ｇ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｈ）】（ｈ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｉ）】（ｉ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｊ）】（ｊ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｋ）】（ｋ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図７（ｌ）】（ｌ）は洗浄オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ａ）】（ａ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｂ）】（ｂ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｃ）】（ｃ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｄ）】（ｄ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｅ）】（ｅ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｆ）】（ｆ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｇ）】（ｇ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｈ）】（ｈ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｉ）】（ｉ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｊ）】（ｊ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｋ）】（ｋ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｌ）】（ｌ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｍ）】（ｍ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｎ）】（ｎ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｏ）】（ｏ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【図８（ｐ）】（ｐ）は管理オペレータの操作に関する表示画面を示す説明図である。
【符号の説明】
【０１１６】
　１０…内視鏡洗浄装置、１２…装置本体、１４…上蓋、１６…内視鏡、１８…洗浄槽、
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２０…回転型噴射装置、２０Ａ…噴射ノズル、２２…防水キャップ、２４…洗浄オペレー
タ用の操作パネル、２５…フットスイッチ、２６、２７…管理オペレータ用の操作パネル
、２８…表示パネル
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